
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Information Science and Intelligent Systems (Day Course) [⇒Japanese]

Mechanics 2 units (selection)

Tatsuo Kanashiro · Part-time Lecturer

Target〉 基礎物理学で学んだ「力学」をふまえながら，さらに発展させ，工学上
の問題を解くのに，基礎的な法則をどのように適用し，定式化すればよいか
を習得する.

Outline〉 まず，質点の力学の基本的な事柄を整理し，剛体の静力学を解説する.
ついで，回転，平面運動，衝撃，振動など剛体の動力学へ発展させる. 講義の
進展に合わせながら，実際の物体について，振動，機構部品の回転など具体
的な例題を数多く示し，どのように法則を適用し，系が従うべき式を見いだ
せばよいかを解説する.

Fundamental Lecture〉 “Basic Physics/基礎物理学 f·力学概論”(1.0)

Requirement〉 基礎物理学の「力学」を履修しているものとする．
Goal〉

1.質点の運動について運動方程式を書き，基本的な方程式を解くことができる．
2.力学的エネルギー，運動量の概念を理解し，実際上の問題に応用できる．
3.剛体のつり合い，平面運動について解明できる．
4.力学的振動の基礎を理解する．

Schedule〉
1.基本概念
2.質点の静力学
3.剛体のつりあい 1
4.剛体のつりあい 2
5.重心
6.質点の運動学 (変位，速度，加速度)
7.質点の動力学 1(運動の方程式)
8.質点の動力学 2(エネルギー，運動量，力積)
9.剛体の運動学 (慣性モーメント，回転)

10.剛体の動力学 1(固定軸回りの回転，平面運動)
11.剛体の動力学 2(角運動量，衝撃)
12.力学的振動 1(自由振動，単振り子)
13.力学的振動 2(減衰振動，強制振動)
14.演習
15.質疑応答
16.定期テスト

Evaluation Criteria〉 期末試験の成績と授業への取組み状況を総合して行う．

Textbook〉 ノート講義
Reference〉 ベアー/ジョンストン (長谷川節訳)工学のための力学 (上，下)ブレ
イン図書

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216458
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Kanashiro .

Note〉
�微分および積分の初歩の知識が必要.
� [平常点]と [期末試験の成績]の割合は 3:7とする.
�授業を受ける際には，2 時間の授業時間毎に 2 時間の予習と 2 時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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